
 

 

佐賀市の生活排水処理イメージ 

平成３０年６月作成 

 

市営浄化槽新設の手続き等について 
～浄化槽事業区域内で浄化槽設置を考えていらっしゃる方へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀市上下水道局 下水道工務課 浄化槽係 
TEL０９５２－３４－５０４７（直通） ／ FAX ３３－１５０５ 

メール：gesuikomu.sui@city.saga.lg.jp 

U R L：http://www.water.saga.saga.jp 

〒849-8558 佐賀市若宮三丁目 6 番 60 号 佐賀市上下水道局 ３階 
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佐賀市における生活排水処理事業は、地域の特性に応じ

て、公共下水道、農業集落排水事業、市営浄化槽事業の３事

業です。それぞれ処理方式に違いがありますが、目的は同じ

で、生活環境を改善し、公共用水域の水質保全に寄与するこ

とです。平成２１年まで、下水道、農業集落排水事業の対象

地区以外において、生活排水を処理するため浄化槽を設置す

る個人に対して国・県・市が補助金を交付してきましたが、

市営浄化槽事業では、市上下水道局が主体となって浄化槽の

設置と維持管理を行います。 
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■ 浄化槽のしくみ 

台所、風呂、洗濯排水などの生活雑排水と水洗トイレの排水をあわせて微生物の働きに

より処理し、汚れは約 1／10 となり、川や海への影響が少なくなります。浄化槽の処理

性能は BOD 除去率 90％以上・処理水質は BOD20mg／ℓ以下で、これは公共下水道や

農業集落排水処理施設と同程度です。 

また、浄化槽排水は消毒してから放流します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 合併処理浄化槽とは ～浄化槽は個人下水道～ 

 

 

浄化槽（７人槽）の写真です。強化プラス

チック製で、軽自動車ほどの大きさです。 

地中に埋め込み、コンクリー

トで仕上げます。 

 

合併処理浄化槽本体 

 

 

浄化槽内部 
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(１) 市営浄化槽事業の対象区域 

公共下水道と農業集落排水の処理区域を除く佐賀市内のすべての地域が対象です。 

 

(２) 施工および管理の費用区分 

① 市上下水道局の施工と管理部分･･･（図の赤色の部分が対象） 

浄化槽本体とその流入・流出管（上下流計１ｍ程度）までが市上下水道局が費用

を負担して工事を行う範囲となります。 

② 個人の施工と管理部分･･･（図の青色の部分が対象） 

上記①以外の部分については、個人で工事と維持管理ならびにそれらに要する費

用をご負担いただくことになります。 

 

 

２ 市上下水道局が行う工事 と申請者（個人）が行う工事 

 

②排水設備工事 

 

個人設置・個人財産・個人管理 

①浄化槽設置工事 

 

局設置・局財産・ 

局管理 

 ②排水設備工事 

 

個人設置・個人財産・ 

個人管理 

風呂 

台所 ﾄｲﾚ 

ブロワ本体・ブロワの配管工事 

局設置・局財産・局管理 

 

市営浄化槽 

水 
 

路 

上部補強工事等 

 

個人負担・個人財産・個人管理 

②排水設備工事 
② ① 
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(１) 受益者分担金 

浄化槽の設置に要する費用の一部を負担していただきます。受益者分担金額は、 

浄化槽の大きさ（人槽）によって異なります。 

            （非課税） 

 5 人槽 7 人槽 10 人槽 11 人槽以上 

受 益 者 

分担金額 
120,000 円 150,000 円 200,000 円 

標準工事に係る費用に 

0.4 を乗じて得た額 
 
※設置する浄化槽の大きさは、JISの算定基準（JIS A 3302-2000）によります。 

○一般住宅の場合、建物の延床面積で決まります。 

130㎡以下で5人槽、130㎡より大きければ７人槽、浴室・台所が２つ以上

ある2世帯住宅で10人槽となります。 

○一般住宅以外、11人槽以上の浄化槽は、別途JISの算定基準を参照ください。 

 

①  受益者分担金の納付方法 

受益者分担金は、市営浄化槽の設置の決定を通知された者に、当該浄化槽の設置に

かかり一度限り賦課します。分担金は、５年分割（年４期、計２０回）で納めていた

だく方法と、一括して納めていただく方法があります。なお、一括して納めていただ

いた場合でも、前納報奨金はありません。納期は次の４期です。 
  

5月1日～末日 

8月1日～末日 

11月1日～末日 

2月1日～末日 
    

浄化槽設置工事の完了通知日以降、最も早く到来する納期が第１期となります。 

   一括して納めていただく場合、浄化槽設置工事完了通知日以降、最も早く到来する

納期に全額を納付してください。 

   

② 分担金の徴収猶予・減免制度 

受益者分担金は、すべての市営浄化槽に賦課しますが、受益者の状況によって徴収

猶予や減免をされることがあります。徴収猶予や減免を希望される方は、必ず「徴収

猶予申請書」または「減免申請書」を提出してください。 

なお、徴収猶予の理由がなくなったときは、猶予されていた期間の分担金は一括し

て納めていただきます。 

  

○ 徴収猶予される場合 

徴収猶予対象内容 徴収猶予率（額） 徴収猶予期間 

係争中の建物等に係る受益者 全額 1年以内 

災害、盗難その他の事故が生じたことによ

り、分担金を納付することが困難であると認

められる受益者 

管理者が認定する

額 

1年以内 

 

３ 申請者（使用者）の費用負担  浄化槽を設置するとき 

 

し 
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○ 減免される場合 

減免の対象となる受益者 摘要 減免率又は減免後の分担金額 

自治会等 地区公民館など 90％（ただし、減免後の分

担金額が10万円を超えない

ときは、10万円とする。） 

宗教法人 神社、寺院、教会等 

私立学校法人 私立の小学校・中学校・

高等学校・幼稚園など 

75％（ただし、減免後の分

担金額が２0万円を超えない

ときは、２0万円とする。） 社会福祉法人 保育所・老人ホーム等の

社会福祉事業施設 

文化財である建物を所有

する受益者 

文化財および文化財保存

のための施設 

100％ 

 

(２) 宅内排水設備の設置費用 

水洗トイレへの改造や排水管・ますの設置工事に要する費用 

 

(３) その他必要な工事費用 

・本体設置に支障となる物の撤去・移設・復旧等の工事 

・標準工事以外の工事（駐車場仕様の場合の補強工事、放流ポンプ等、 

建築物の基礎部分に近接して浄化槽を設置する場合の擁壁工事(注1)） 

・使用者等の都合で市営浄化槽を移設・撤去・復旧する場合の工事 

・みなし浄化槽（単独処理浄化槽）の廃止にかかる費用などが必要です。 

 

(注 1)建築物の基礎部分に近接して設ける場合の施工例 

 
※基礎杭が有る場合は除く。 

浄化槽を設置するときの費用負担区分の詳細は、次のページをご覧ください。 
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 工事にかかる費用負担項目 
市上下

水道局 
申請者 

① 浄化槽本体（ブロワ含む）購入費 ○ 
 

② 浄化槽本体（ブロワ含む）設置工事費 ○  

③ 本体設置に係る設計費 ○  

④ 
浄化槽上部スラブより下に埋設する 

流入管・放流管（１ｍを限度） 
○  

⑤ 受益者分担金  ○ 

⑥ トイレの水洗便器購入費  ○ 

⑦ トイレの改造費  ○ 

⑧ 単独浄化槽の撤去費  ○ 

⑨ 
ブロワの電源を確保するための電気設備工事（コンセントの

設置）費 
 ○ 

⑩ 浄化槽までの排水設備工事費  ○ 

⑪ 浄化槽から排水先までの排水設備工事費  ○ 

⑫ 
設置予定場所にある建物および工作物 

ならびに立木等の撤去・移設費 
 ○ 

⑬ 駐車場等（特殊工事）に関わる工事費  ○ 

⑭ 
放流先水位が高い等により放流ポンプが 

必要となった場合の放流ポンプ設置費 
 ○ 

⑮ 臭突管設置工事費  ○ 

⑯ 
建築物の基礎部分の外側から、45 度以下に浄化槽を設置す

る場合の擁壁工事費 
 ○ 

⑰ 
その他標準工事以外に発生する浄化槽設置に必要な工事に 

係る費用 
 ○ 

※⑥～⑰の太枠内項目にかかる費用は、市上下水道局が行う「水洗便所改造資金の融資あ

っせん・利子補給制度」の対象です。 

４ 工事にかかる市上下水道局と申請者の費用負担区分表 

 

し 

標
準
工
事 
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上の図の浄化槽に流入し、浄化槽から放流する青色の配管・ます等を合わせて「排水設

備」といいます。この部分は申請者の皆様のご負担で設置・維持管理していただきます。 

 

排水設備の設置は、必ず佐賀市上下水道事業管理者が指定した「排水設

備指定工事店」へお申し込みください。指定工事店以外の者での工事はす

ることができません。 

指定工事店一覧表は市上下水道局業務課でお配りしているほか、市上下

水道局ホームページからもダウンロードできます。 

 

工事費は、家屋や敷地の形状、便器のタイプによって異なります。詳し

くは排水設備指定工事店から見積もりをとってください。 

２～３社の見積合わせをお勧めします。 

 

※「排水設備指定工事店」とは？ 

佐賀市上下水道局は、宅内排水設備工事を施工するための専門的な知識と技術を有す

ると認められる工事業者を指定しています。この指定を受けた者を「佐賀市排水設備指

定工事店」と呼びます。 

 

※「排水設備指定工事店」の選択で迷われたら？ 

工事店の選択で迷われているときは、工事組合でアドバイスを受けることもできます。 

（佐賀市下水道工事協同組合 電話０９５２－３７－９７８８） 

   

 

 

５ 市営浄化槽の排水設備 

 

し 
水 

路 

局 
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水洗便所改造資金の融資あっせん 
 
くみとり便所を水洗便所に改造される方、または、みなし浄化槽（単独処理浄化槽）の

機能を廃止して市営浄化槽に接続される方および市営浄化槽設置のために標準的な工事以

外の工事が必要となる方のために、市上下水道局では、融資のあっせんをします。 

 （市上下水道局が直接貸付を行うものではありません。） 

  

◇ 融資のあっせん額 

○ くみとり便槽1カ所、または、みなし浄化槽１基につき60万円以内 

○ トイレが2カ所以上ある場合は、2カ所目から上記金額に30万円加算した額以内 

○ 浄化槽上部を駐車場仕様とするための補強工事および放流ポンプ工事など標準的な

工事以外の工事が必要となる場合、20万円以内 

                       （ただし、上限は 200 万円まで） 

 

◇ 融資の条件 

（１）利率は、年１.３％ 

（２）償還期間は、５カ月から最高４２カ月 

（３）融資の償還方法は、融資を受けた翌月から元利均等償還、繰上償還もできます。 

 

◇ 毎月の償還額 

 融資額 償還期間 毎月の償還額 償還総額 

例１ 60 万円 42 カ月 14,620 円 614,079 円 

例２ 40 万円 42 カ月 9,747 円 409,386 円 

※ 利率は、変わることがありますので、詳しくは業務課（☎0952-3３-1313）へ

お問い合わせください。 

 

◇ 融資あっせん要件 

（１）原則として既設便所を改造し、市営浄化槽に接続する者。 

（２）事業区域内の建築物の所有者又は改造工事等について当該建築物の所有者の同意を

得た使用者であること。 

（３）融資金の償還能力があること。 

（４）改造工事費を一時に負担することが困難であること。 

（５）連帯保証人を 1 名立てること。 

（市内、又は近隣在住で独立して生計を営んでいる人。同居家族は不可） 

（６）市税及び市営浄化槽受益者分担金等を滞納していないこと。 

（７）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号） 

第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。 

 

６ 水洗便所改造資金の融資あっせん・利子補給制度 

し 
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◇ 融資の手続き 

（１）指定工事店が決まったら、工事店に融資あっせん制度を利用したい事を申し出て、

融資あっせん申請書を受け取る。 

（２）申請書に必要な事項を記入、署名・捺印（印鑑登録証明と同じもの）し、下記の書

類を付けて工事店へ渡す。 

※ 添付書類 ①申請者本人・連帯保証人のそれぞれの印鑑登録証明書 

       ②申請者本人・連帯保証人のそれぞれの納税証明書 

               （市県民税と固定資産税の前年度分） 

（３）工事完了検査後、金融機関が必要とする書類に「融資あっせん決定通知書」、「検

査済証」（工事完了後に局が発行）を添えて各金融機関で融資の手続きをする。 

  

 

 

 

 

 

 

   上記の金融機関の、佐賀市内にある本店・支店で手続きをしてください。 

 

 

改造資金の利子補給 
 
市上下水道局があっせんした融資に対して、下記の利子補給を行います。 

ただし、融資あっせん額のうち利子補給の対象額は、家屋１棟につき６０万円を限度と

します。 

市営浄化槽の設置の完了についての通知を受けた日から

改造工事等の完了の日までの期間 
補 給 率 

１年以内 １００％ 

１年を超えて２年以内 ８０％ 

２年を超える期間 ５０％ 

 

◇ 利子補給の手続き 

融資金を完済された翌月に、市上下水道局から利子補給のお知らせの通知が届きますの

で、申請関係書類を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

   

佐賀銀行 佐賀共栄銀行 親和銀行 福岡銀行 西日本シティ銀行  

長崎銀行 佐賀信用金庫 大川信用金庫 佐賀東信用組合 

横浜幸銀信用組合 九州労働金庫 佐賀市中央農業協同組合 

佐賀県農業協同組合 佐賀県信用漁業協同組合連合会 

取り扱い金融機関 
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(１) 浄化槽使用料 

浄化槽の使用開始後は、保守点検や消毒薬品の補充、汚泥の引き抜き、清掃、法定

検査など、法律で義務付けられた維持管理を市上下水道局が行います。それらにかか

る費用の一部を使用料としてご請求します。佐賀・大和・富士・三瀬・久保田地区は

市上下水道局、諸富・川副・東与賀地区は佐賀東部水道企業団にお支払いください。 

（消費税８％込み） 

人槽区分 使用料／月 人槽区分 使用料／月 人槽区分 使用料／月 

5 人槽 

以下 
2,571 円 

16～20 

人槽 
9,669 円 

36～40 

人槽 
17,897 円 

６～７ 

人槽 
3,086 円 

21～25 

人槽 
12,548 円 

41～45 

人槽 
19,543 円 

８～10 

人槽 
４,114 円 

26～30 

人槽 
14,605 円 

46～50 

人槽 
21,188 円 

11～15 

人槽 
8,434 円 

31～35 

人槽 
16,251 円 

51 人槽 

以上 

当 該 浄 化 槽 の 
維持管理費用を 
考慮し定めます 

※お支払いは２か月分を１回として請求します。（久保田地区のお支払いは、１か月分を

１回として請求します。） 

例）７人槽をご使用の場合、１回のお支払額 3,086 円×2 か月＝6,172 円  

※使用料は、消費税率及び下水道使用料等の見直しにあわせて変更する予定です。 

※浄化槽の使用をやめるときは、使用休止（又は廃止）の手続きをお願いします。使用休

止のお手続きをされるまで、使用料がかかります。 

※使用休止（又は廃止）の際は、使用期間に応じた浄化槽清掃費用の一部を請求させてい

ただきます。 

※自治公民館に設置された市営浄化槽の使用料は、人槽に関わらず公共下水道の基本使用

料と同額（1,188 円／月（消費税８％込み））と定めています。 

 

(２) その他に負担する費用 

・ブロワ（送風機）の稼動にかかる電気代（月約700円） 

・浄化槽清掃の際の水道料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロワは、浄化槽の心臓部といえる大切な機械です。 

使用開始後は、勝手に電源を切らないでください。（常時通電） 

７ 申請者（使用者）の費用負担  ～浄化槽を設置してから～ 

 

し 

ブロワの一例です 
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 管理にかかる費用負担項目 
市上下 

水道局 
使用者 

① 浄化槽使用料  ○ 

② 浄化槽保守点検費 ○  

③ 浄化槽清掃費 ○  

④ 法定検査料 ○  

⑤ 消毒薬品代 ○  

⑥ ブロワの部品交換・修理にかかる費用 ○  

⑦ ブロワの電気代  ○ 

⑧ 浄化槽清掃等に使用する水道代  ○ 

⑨ 浄化槽に設置している放流ポンプの維持管理費  ○ 

⑩ 使用者の都合による浄化槽の移動・撤去に関する費用  ○ 

⑪ 使用者の責により必要となった浄化槽の修繕にかかる費用  ○ 

⑫ 耐用年数を経て交換が必要になったブロワ本体の費用 ○  

⑬ 耐用年数を経て交換が必要になった浄化槽本体の撤去費用 ○  

⑭ 
耐用年数を経て交換が必要になった浄化槽本体の設置にかか

る費用 
○  

 

 

 

 

(１) 申請の条件 

① 浄化槽の設置に係る土地を市上下水道局が無償で使用することについて、土地所

有者の同意があること。 

② 浄化槽設置完了後、1 年以内に排水設備工事を完了し、浄化槽の使用を開始する

こと。 

③ 申請者もしくは申請者の代理者（同居成人に限る）が、市上下水道局が浄化槽を

設置する前までに浄化槽設置者講習を受講すること。 

８ 維持管理にかかる市上下水道局と浄化槽使用者の費用負担区分表 

 

し 

９ 市営浄化槽設置の申請手続き 

し 
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 (２) 申請方法 

① 手続き 

申請の手続きは、排水設備設置工事を依頼された佐賀市排水設備指定工事店が代

行します。 

なお、申請者個人、又は申請者の依頼する代理人が行うことも可能ですが、提出

図面のうち排水設備計画に係る図面は、排水設備指定工事店の作成したものに限り

ます。 
 
② 申請期限 

年度事業（3 月中旬検査完了）であるため、人槽規模等により申請受付の締切日が

異なります。また、締切日以降は申請の取り下げが出来なくなりますのでご注意く

ださい。 
 

 ◇１０人槽以下の浄化槽(小型浄化槽)→12 月 20 日(土日、祝日は除く)まで。 

 ただし、一体的施工※は、1 月 20 日(土日、祝日、年末年始は除く)まで。 

 

 

 

 

◇１１人槽～５０人槽(中型浄化槽)→1１月３0 日(土日、祝日は除く)まで。 

※複数台設置の場合、期限内であっても受付できないこともあります。また、添付

書類が全て揃った上で申請受付けとなりますが、中型浄化槽以上は土質試験デー

タなど、申請書に添付する資料が多くなるため、お早めにご相談ください。 

◇５１人槽以上(大型浄化槽)→設置予定の前年度 12 月２８日(土日、祝日は除く)まで。 

※環境大臣との協議を要するため、設置までに時間がかかります。 
 
③ 申請先 

◇佐賀市上下水道局３階 下水道工務課 浄化槽係に申請してください。 

 

（３） 提出書類 

① 市営浄化槽設置申請書 ······ 様式参照 

② 市営浄化槽設置同意書 ······ 様式参照 

③ 浄化槽設置者講習会の受講済証書※（佐賀中部保健福祉事務所で受講できます） 

※申請日以降に受講される場合、受講済証書を提出していただいた後、市営浄化

槽設置決定通知書を交付します 

④ 市営浄化槽を設置しようとする場所及びその付近の見取図 

⑤ 建築物の面積求積図又は床面積が把握できる各階平面図 

⑥ 住宅の配置図（市営浄化槽を設置する敷地の境界線、当該敷地に接する道路及び

市営浄化槽を設置しようとする位置を明示したもの） 

⑦ 放流先及び放流先までの経路その他放流先の概況を記載した図面 

⑧ 平面図（排水設備の位置、市営浄化槽を設置しようとする位置、排水管の内径及

び延長並びに市営浄化槽との固着箇所を記載したもの） 

⑨ 縦断図（排水設備の延長、こう配、地盤高、土被り等を記載したもの） 

※ ⑥～⑨の図面は、排水設備指定工事店に作成を依頼してください。排水設備指定

工事店の作成した図面以外は受け付けることができません。 

※ 11 人槽以上の浄化槽については、追加書類が必要です。お問い合わせください。 

※ 排水の放流には、放流先の管理者との確認が必要です。 

※一体的施工とは、佐賀市排水設備指定工事店が浄化槽設置と排水設備工事とを一体
的に施工する工事のことです。佐賀市排水設備指定工事店及び一体施工可能業者
は、市上下水道局下水道工務課でお配りしているほか、市上下水道局ホームページ
からもダウンロードできます。 
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２～３ 

週間 

約１ヶ月 

１～２ 

ヶ月 

約１週間 

１～２ 

週間後 

検査 

使用開始 

約１週間 

日数の目安 

申請者が依頼する市の排水設備指定工事店  

設置申請代行 

工事は 

１基あたり 

約 1～2 週間 

①設置申し込み 
申請者は、市営浄化槽設置申請書

に次に掲げる書類を添えて提出して

ください。 

ア.市営浄化槽設置同意書 

イ．浄化槽設置者講習会の受講済

証書の写し 

ウ.付近見取り図 

エ.建築物の面積求積図又は床面積

が把握できる各階平面図 

オ.住宅の配置図 

カ.放流先の図面 

キ.平面図 

ク.縦断図 

設置完了の日から 

１年以内に接続してください 

③設計書作成、入札、工事請負契約 
申し込み毎に取りまとめて毎月１回程度 

入札 

 排水設備計画図面の作成 

②設置場所の調査（委託） 
 

配置、土地の高低、放流先について 

申請者の図面の適正チェック 

⑥市営浄化槽設置決定通知書の交付 

④（概略）工事計画作成・提示 

⑧浄化槽完成検査の実施 

⑨浄化槽の設置が完了 
 

浄化槽設置完了通知の交付 

⑩排水設備工事の依頼 
排水管や器具取付は、排水設備指定工

事店へ依頼してください。 

○排水設備計画確認申請書提出 

※融資・あっせん制度を利用される 

場合は工事店に申し出てください。 

⑧浄化槽完成検査の受検 

⑦浄化槽設置工事実施 

市上下水道局の指定業者 

 排水設備計画の確認 トイレの改造や排水管等の宅内排

水設備工事を行います。 

 排水設備完了検査の実施  排水設備完了検査の受検 
 排水設備工事完了届ならびに 

浄化槽使用開始届けの提出 

全 て の 工 事 が 完 了 

①設置申請書受付 

計画図面作成 

⑫浄化槽使用料納付 
使用開始後は、毎月の使用料を納めてい

ただきます。 

  ⑬維持管理 
 

  

申請者が依頼する排水設備指定工事店  

 
市上下水道局が委託する業者が、保守 

点検・清掃等のため定期的に使用者宅を

訪問します。 

  

 

依 頼 

⑤工事計画の承認 
 

  

 
ポンプ、駐車場仕様、擁壁その他 

個人負担工事の確認 
  

⑪受益者分担金納付 
５年分割（年４期、計 20 回）、一括納付 

から選んで支払いをお願いします。 

申請者が依頼する排水設備指定工事店  

10 設置申込みから工事完成・使用開始までの流れ（標準的な工事の場合） 

し 

 

 
 
 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 市上下水道局 施工業者 


